
世
論
形
成
に
お
い
て
客
観
的
な
事
実
よ
り
も
、
感
情

的
な
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や
個
人
の
意
見
の
ほ
う
が
強
い
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響
力
を
発

揮
す
る
状
況
を
「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
（
ポ
ス
ト
真

実
）」
と
言
う
。
こ
れ
は
、
２
０
１
５
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世
界
的
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現
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の
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、
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も
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。
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Ｎ
Ｓ
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及
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、
誰
で
も
簡
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対
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。
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に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
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コ
ン
セ
ン
サ
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が
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ま
か

り
通
る
」
社
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ま
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と
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す
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。
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い
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教
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、
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割
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問
わ
れ
て
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る
。
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術
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発
展
す
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一
方
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実
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し
な
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ま
信
じ
、
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れ
を
真
実
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あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
人
々
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囲
に
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え
て
い
る
。
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経

験
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が
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込
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で
」
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と
戦
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だ
。
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Ｅ
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陣
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勝
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ど
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界

政
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が
大
き
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２
０
１
６
年
、
オ
ッ
ク
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フ
ォ
ー

ド
英
語
辞
典
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そ
の
年
を
象
徴
す
る
言
葉
（W

ord of 
the Year

」
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」
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ん
だ
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の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
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や
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ガ
ザ
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に
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分
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さ
れ
る
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イ
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ュ
ー
ス
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
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ジ
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収
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を
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そ
う
と
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力
に
よ
っ
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多
く
の
人
が
何
が
真

実
か
嘘
か
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
混
乱
の
中
で
判
断
す

る
。
コ
リ
ン
ズ
英
語
辞
典
は
ポ
ス
ト
真
実
を
「
真
実
に

対
す
る
共
通
の
客
観
的
基
準
の
消
失
」
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
科
学
と
哲
学
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
と
れ

た
事
実
か
ら
の
撤
退
」
の
現
象
と
も
言
え
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
は
、
個
人
的
な
考
え
の
影
響
力
を
増

殖
さ
せ
た
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
事

実
と
異
な
る
情
報
が
短
時
間
で
世
界
中
に
流
布
さ
れ
る
状

況
を
も
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、

雑
誌
と
い
っ
た
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
相
対
的

に
低
下
し
、
客
観
的
事
実
が
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

家
族
内
や
共
同
体
内
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
よ
り
意

見
の
違
い
に
よ
る
分
断
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
誠
実
な

「ポスト真実の時代」と教育研究機関の責任
サリ・アガスティン

学校法人上智学院理事長
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議
論
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断

に
も
イ
ン
ド
社
会
の
統
一
に
も
「
ポ
ス
ト
真
実
の
政
治
」

と
い
わ
れ
る
政
策
の
詳
細
や
客
観
的
な
事
実
よ
り
、
個
人

的
信
条
や
感
情
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
重
視
さ
れ
、
世
論
が
形

成
さ
れ
る
政
治
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

著
者
、
モ
イ
セ
ス
・
ナ
イ
ム
（N

aim
, M

oisés

）

は
、
こ
う
し
た
動
き
を
独
裁
政
権
勢
力
の
３
つ
の
「
Ｐ
」、

す
な
わ
ち
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（populism

）、
分
極
化

（polarization

）、
ポ
ス
ト
真
実
（post-truth

）
に

分
類
し
て
い
る
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
こ
う
し
た

勢
力
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
勢
力
が
覇

権
主
義
的
な
可
能
性
を
秘
め
た
潮
流
で
あ
る
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
分
極
化
に
よ
っ
て
独
裁
者
が
支
配

権
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

社
会
の
変
容
に
と
っ
て
の
最
大
の
脅
威
は
、ナ
イ
ム
が「
ポ

ス
ト
真
実
の
時
代
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
概
念
の
混

乱
が
蔓
延
し
、
そ
の
結
果
、思
考
の
明
瞭
さ
が
失
わ
れ
る

時
代
の
到
来
。
偽
の
情
報
が
幅
を
利
か
せ
、
現
実
を
歪

曲
す
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
陰
謀
論
が
制
御
不
能
な

ま
で
に
広
ま
る
。
こ
の
「
ポ
ス
ト
真
実
」
と
い
う
現
象
は
、

政
治
舞
台
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
真
実
の
情

報
を
組
織
的
に
阻
止
で
き
る
ほ
ど
の
操
作
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
ポ
ス
ト
真
実
」
は
、
現
実
の

多
く
の
要
素
を
支
配
と
統
治
の
道
具
に
し
て
し
ま
う
。

「
ポ
ス
ト
真
実
」
時
代
に
お
い
て
は
、
情
報
の
真
偽

や
正
確
さ
を
見
抜
く
力
、
自
分
に
と
っ
て
好
都
合
な
情

報
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を

客
観
視
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
に
は
、
特
に

私
立
大
学
に
は
、
建
学
の
理
念
と
教
育
精
神
に
基
づ
く

知
的
貢
献
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
世
界
の
構
築
の
可
能

性
を
追
求
す
る
責
任
と
同
時
に
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
義
務
が
あ
る
。
す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳
あ
る
生

活
を
営
み
、
自
由
と
責
任
を
公
共
生
活
の
中
で
発
揮
し
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
含
む
共
通
善
に
貢
献
す
る
機
会

を
与
え
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
大

き
な
挑
戦
の
中
で
、
善
良
な
人
物
だ
け
で
な
く
、
世
界

を
よ
り
健
全
な
も
の
へ
と
導
く
、「Lux V

eritatis

（
真

理
の
光
）」（
上
智
学
院
の
校
章
）に
照
ら
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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